
Society 5.0重要課題ワーキンググループ（報告）

１．データ連携基盤の構築

２．国際標準

ü 本ＷＧ及び「データ連携基盤サブワーキンググループ」において、データ連携基盤の整備方
針について議論。

ü ＣＳＴＩ及びＩＴ総合戦略室が司令塔機能を発揮し、関係府省、民間協議会等と
連携のもと、ＳＩＰ等の官民連携体制で構築する。その際の技術的事項、ルール・制度
的事項、推進体制等に関する方針を整理。

ü 本ＷＧのもとに、民間有志による「標準化タスクフォース」を設置し、Society5.0の実現に
向けた国際標準化への取組方針ついて議論。

ü 個別テーマの複数の標準規格案の提示、継続可能な民間の体制構築、デファクト・デ
ジュールとの密な強力関係の構築、国内関係各所との丁寧な調整の必要性など、今後の
取組を進める上での課題を整理。

（資料２－１）

（資料２－２）

※なお、本ＷＧでは、他の会議での議論の進捗を踏まえ、上記１．２．の議論を優先したため、基盤
技術や人材育成等を論点として扱わなかった。

Society 5.0重要課題ワーキンググループにおいては、Society 5.0実現のための分野横断的重
要課題と戦略について議論。（座長：相田仁 東京大学大学院教授）
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